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１．はじめに
　近年のInformation and Communication Technology
機能（以下 ICT 機能）の発展に伴い，新たな大学
図書館機能と役割が求められている．ICT 機能の
発展は，電子的なコンテンツの増加をもたらし，書
籍の中にあった文字情報がインターネットに乗って
流通し，必ずしも書籍等の貸出によらない知識の受
領を可能にさせた．これまでの大学図書館機能の中
心は，書籍等の貸し出しにあった．書籍等の貸し出
し機能は，書籍の知が読者の知となる一方向性とい
う特徴を持っている．しかしながら，ICT 機能の
発展に伴い，情報リテラシー教育やラーニング・コ
モンズ，アクティブラーニングなどが導入され，一
方向型から双方向型コミュニケーション機能を備え
た環境づくりが大学図書館に求められてきている．
　文部科学省は，「学術情報発信に向けた大学図書
館機能の改善について（報告書）」を2003（平成
15）年3月17日に発出し，大学図書館の電子図書館
機能の整備を周知した1）．なぜ，文部科学省がこの
時期に対応方針を発出したのか．その背景として挙

げられるのが，「学術情報の電子化が進み，その流
通形態が歴史的な変革を遂げている現在，大学と図
書館の活動はまさに各々の大学の教育研究の国際競
争力を左右する重要な要素だといってよい．」1）と表
現される情報の電子化の急速な発展である．電子化
された情報がインターネット・ネットワーク（流通
形態）の流れに乗り，大学図書館の双方向型コミュ
ニケーション機能を加速させている．
　平成10年7月に教育課程審議会は，高等学校に教
科「情報」を必修科目として新設し，学習指導要領
を改訂した2）．平成15年から「情報」が高校の必修
の新科目として導入され，情報リテラシー教育が開
始された．米澤3）は，「情報リテラシーとは，情報
の必要性を判断し，情報にアクセスし，情報を評価
し，効果的に利用することができる能力のことであ
る」と定義した．平成18年4月から入学した大学生
は，情報リテラシーへの基本的な知識を持っている
ものと捉えられている．しかしながら，現実にはコ
ンピュータ操作技術の習得に留まっている可能性が
高いと推察する．このような大学生に対する情報リ
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要　　　約

　本論は，ICT 機能の発展と大学図書館における図書館機能の変革と ICT 機能の発展の関連性を論
じた．近年の ICT機能の発展に伴い，図書館の機能や役割の新たな整備が求められている．本論は，
ICT 機能の発展に伴う情報リテラシー教育に関する図書館機能の具体的な対応例を参照して論ずる．
2つの大学図書館を見学し，先進的な事例として取り上げた．本学図書館の情報リテラシー教育とラー
ニング・コモンズの具体策を紹介した．電子的なコンテンツの増加は，必ずしも書籍の貸出によらな
い知識の受領が可能になっている．書籍の知は，読者の知となる．このような一方向の認識からラー
ニング・コモンズやアクティブラーニングの導入等による双方向型コミュニケーション環境づくりへ
の変革に資する情報リテラシー教育の推進が図書館機能の将来性ある対応であると考察した．
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テラシー教育の対応が新たな大学図書館機能として
のラーニング・コモンズの形成に求められている．
　米澤3）は，我が国の一般的な見解として「ICT 時
代となった現在，その環境における学習を支援する
施設・設備として生まれたのがラーニング・コモン
ズである」と述べている．ラーニング・コモンズは，
学生の自主的な問題解決のための支援であり，その
施設・設備に図書館が該当するという考え方であ
る．ラーニング・コモンズは，インフォメーション・
コモンズの発展形であると考えられる4）．リッピン
コットら5）は，「インフォメーション・コモンズは，
学習を強化し，学生に学問と交流の両方の環境を
提供し，キャンパスのコミュニティの意識を育成す
ることができる」と指摘している．この考え方は，
「学生に学問と交流の両方の環境を提供」する具体
が ICT 機能の発展に伴うラーニング・コモンズと
いう環境の提供であると推察する．
　一方，ICT 機能の発展に伴い教室を離れた学習
支援としてのアクティブラーニングや e-ラーニング
が発展してきている．岩﨑ら6）は，「日本の LC（ラー
ニング・コモンズ）では，従来の図書館サービスか
ら学習支援における幅の広がりが示された」（LC; 
Learning Commons）と述べ，日本のラーニング・
コモンズが日本独自の学習支援という進化を遂げて
いる可能性を示唆している．
　伊藤7）は，「ラーニング・コモンズには，調べた
いことがあったときにすぐにアクセスできる文献・
論文・ジャーナルなどの資料となるコンテンツの存
在が求められる」と述べ，電子図書化が ICT 機能

の発展に伴い自由度の高いコンテンツへ変革してい
ることを示唆した．一方でラーニング・コモンズの
さらなる向上には，教員，図書館員，大学院生など
の人的なサポートが不可欠であることも挙げている．
　大学図書館は，情報リテラシー教育を具体化する
グループワークスペース（会話が可能な空間）を整
備し始めている．秋田県にある公立大学国際教養大
学は，机の配置や学習メディアの提供を関連させた
Multi Purpose Roomや Speaking Roomという名称
の空間を整備し，情報リテラシー教育とラーニング・
コモンズの相乗を実現させている．情報リテラシー
教育の考え方を実現させているラーニング・コモン
ズの例として参考になる．このような空間（施設・
設備）の充実は，情報リテラシー教育があってこそ
一方向型学習から双方向型学習（相互のディスカッ
ション）への転換を可能にしていると考える．岩㟢
ら6）が指摘する「施設・設備と学習効果向上が関連」
するというラーニング・コモンズの認識が国内でも
拡大していると推察する．明治大学は，図書館の基
本機能である「資料保管・提供」に，ラーニング・
コモンズの機能である「プレゼンテーション」，「コ
ラボレーション」，「リラクゼーション」，「教育支援
サポート」の4要素を付け加えた新しい図書館を建
設し，菅8）は竣工年の1日平均入館者数が旧図書館
の2倍以上（8,000人）に増加したと報告した．今後
の大学図書館機能は，ラーニング・コモンズを支え
る情報リテラシー教育の充実が整備されることによ
りさらに機能の発展が促進されるものと考える．図
1に本論で議論する大学図書館における情報リテラ

図１　図書館における情報リテラシー教育とラーニング・コモンズの関連性
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シー教育とラーニング・コモンズの関連性をまとめ
た．
　本論では，以下で具体的な整備の取り組み等につ
いて参考になる事例を取り上げる．これらの事例よ
り，一方向型から双方向型コミュニケーションに移
行しつつある大学図書館機能に及ぼす情報リテラ
シー教育及びラーニング・コモンズへの対応と ICT
機能の発展の関連性について論じた． 

２．大学図書館機能の改革
２．１　�国際教養大学図書館の情報リテラシー教育

とラーニング・コモンズへ対応
　国際教養大学図書館の現地視察を2024年3月12日
に行った．現地視察の内容と資料に関する説明の本
稿への記載の了解を得た．国際教養大学図書館は，
開学（2004年）から4年後に完成した2階建ての独立
棟から成る図書館である．全ての講義が英語で行わ
れているため，蔵書の70％は日本語以外のコンテン
ツである．この図書館の最大の特色は，365日・24
時間の開館にある．学生だけでなく，地域住民も同
様に利活用が可能な点も特質である．秋田杉を用い
た内部は，見る者を圧倒するデザインであり，ここ
で学習したいとの思いが深まる落ち着いた吹き抜け
構造からできている．
　国際教養大学図書館は，自習席エリアとして，Study 
Space・Reading Lounge，DVD Booth，グループ学
習エリアとして Multi Purpose Room・Speaking 
Room，支援エリアとしてヘルプデスクを備えてい
る．ヘルプデスクは，レファレンスサービスを提供
し，情報リテラシー教育を実践する空間である．例
えばレポートを書くときに資料の収集が捗らないと
きの検索キーワードのアドバイスや資料の整理の仕
方等の支援をしている．ヘルプデスクは，この分野
に精通した図書館員が受け持っている．
　ICT 機能の発展によって，書籍や研究論文等の
情報が世界中に素早く公開・公表される時代になっ
ている．これらの情報を読み手が獲得するために，
情報リテラシー教育がある．情報にたどり着くため
のリファレンスサービスを担当するヘルプデスク
は，情報リテラシー教育のアンカーということがで
きる．特にヘルプデスクが配置されていることによ
る情報獲得が，グループ学習エリアの学習機能を高
めていると考えられる．この様な自由席エリア・グ
ループ学習エリアを活性化させるヘルプデスクの組
織的な大学図書館機能への取り組みが ICT 機能の
発展に対応したラーニング・コモンズの理想形であ
ると考えられる．文部科学省が発出した「学術情報
発信に向けた大学図書館機能の改善について（報告

書）」1）の大学図書館機能を具現化したと感じるほど
の完成度を見ることができる．
２．２　�新潟医療福祉大学図書館の情報リテラシー

教育とラーニング・コモンズへ対応
　新潟医療福祉大学図書館の現地視察を2024年3月
13日に行った．現地視察の内容と資料に関する説明
の本稿への記載の了解を得た．新潟医療福祉大学は，
6学部15学科からなる医療福祉大学である．本学と
類似する学科構成を持つ大学であり，図書館の蔵書
内容についても類似している．
　新潟医療福祉大学図書館は，3階建ての独立棟で
ある．各階毎に図書館機能のラーニング・コモンズ
空間のカテゴリー化を明確にしていることが特徴で
ある．1階はアクティブラーニングスペース，2階は
リサーチスペース，3階は学習スペースである．ア
クティブラーニングスペースには，コロの付いた円
形のデスクと椅子，そしてモニター（大画面）が
配置されている．それぞれのモニターと各々のコン
ピュータが接続可能な機能を備えている．この様な
配置が図書館の資料（蔵書等）や図書館外の資料と
接続することを可能とし，双方向型の大学図書館機
能を活性化させている．館内のいたる場所に「LINE
呼び出しコール・QRコード」が表示されている．「本
の場所がわからないなど，困ったことがあったらご
連絡ください」と添え書きがあり，この大学図書館
にもヘルプデスクと同様の機能が備わっている．
　3階の学習スペース（300席）は，最も人気の高い
エリアという説明を受けた．その理由は，1席ずつ
の区切り・個々の電源と照明・ネットワーク接続端
子の設置にある．双方向型学習支援のハード整備を
行っている．3階の学習スペースには，さらに静か
に集中して学習したい学生に配慮した Q スタディ
ルーム（31席），休息スペースのリフレッシュエリ
ア（ソファーを設置）も配備されている．資格対策
のコーナーや地域のテーマを取り上げたコーナーな
ど学生密着，地域密着を意識した企画を展開してい
る．
　この図書館のもう1つの特徴は，学習支援センター
の図書館組織内設置である．インフォメーション・
コモンズの発展形をラーニング・コモンズに再構成
している．学習支援を必要とする学生に対して学習
支援センター委員長・図書館員・大学院生が中心に
なって個別指導を展開している．この様に，ラーニ
ング・コモンズの出発点になっているインフォメー
ション・コモンズを再び組織化していることが，ラー
ニング・コモンズへの新しい対応と考えられる．そ
の背景には，情報リテラシー教育では不足している
部分を教員・図書館員・大学院生が担い，学生への
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この様な支援が大学図書館機能の新たな取り組みと
なってきている点が考えられる．情報リテラシー教
育と学生教育を一体化させる新たなインフォメー
ション・コモンズの構想が，ラーニング・コモンズ
をさらに発展させると考えられる．

２．３　�川崎医療福祉大学図書館における情報リテ
ラシー教育とラーニング・コモンズへの対応

　図2-1，図2-2に本学図書館が企画した情報リテラ
シー教育の企画を示した．全部で14の企画を2023年
4月から開始し，現在13番目の企画を実施中である．
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ても大学図書館の情報リテラシー教育の進展に寄与
する企画が可能であると推察する．このような企画
が，情報リテラシー教育の狙いである図書館入館の
キッカケ作りに貢献し，リピーターの獲得に貢献す
ることを期待する．
　本学の図書館は，情報リテラシー教育の一環とし
て新入生に対する図書館利用に関するセミナーを学
科ごとに開催している．例えば臨床心理学科の学部
生・大学院生に対しては，特殊な検索語に関する実
例を示し，修士・博士論文等の研究資料の獲得にも
図書館員が支援する活動を展開している．本学図書
館の検索の利便性は，川崎医科大学図書館および川
崎医療短期大学との連携に大きな特徴がある．3大
学の学生・院生・教職員・卒業生は，3つの図書館
の蔵書と検索システムを利活用することができる．
このことは，ラーニング・コモンズ空間（支援環境）
の拡大に大きく貢献しているものと推察する．

３．大学図書館の名称変更
　大学図書館の名称が変更になっている事例が散見
される．例として「図書館・情報センター」など
の名称が挙げられる．このような背景として，ICT
機能の発展が挙げられる．電子的なコンテンツの増
加およびインターネットの普及による情報伝達の速
度が増加したことにより，大学図書館の持つ機能も
多様化したことが，その背景として挙げられる．
　国立大学図書館協会のホームページ（HP: Home 
Page）9）によると全会員数92のうち，名称として図
書館を標榜する図書館が86館，情報センター等が5
館，その他1館である．公立大学図書館協会のHP10）

によると全会員数97のうち，図書館が77館，情報セ
ンター等が18館，その他2館である．私立大学図書
館協会の HP11）によると全会員数516のうち，図書

館が464館，情報センター等が49館，その他3館であ
る．私立大学図書館協会会報（2007年度から2022年
度）12）の資料よると図書館から情報・メディアセン
ターへの名称変更が16館，情報センター等から図書
館への名称変更が18館であった．
　図書館から情報・メディアセンター等への名称変
更は大学図書館が図書館単独の機能を持つ組織から
情報センター等の組織に改組されたことを示してい
る．しかしながら，以前の図書館だけの名称に再変
更になっている事例（18館）も散見されるようになっ
た．大学図書館が多様性（アクティブラーニングや
e- ラーニング，情報リテラシー教育など）に適応し
た機能を整備したことにより，これらが本来の大学
図書館機能に包含されるとの認識となり，再び図書
館という独立名称に変更されたと推察する．

４．大学図書館機能の改善・改革
　ICT機能の発展と大学図書館機能の改革の関連性
を図3に集約した．ICT 機能の発展は，大学図書館
機能を書籍の「知」が読み手への一方向型から相互
に情報交換が可能な双方向型への変革へと導いたと
推察する．図書館への双方向型学習支援を確保する
ためのラーニング・コモンズを具体化したアクティ
ブスペース（コンピュータを用いた会話，声の会話）
の配置など，静かに学習したり，検索したりする大
学図書館から能動的な大学図書館機能への機能進展
が最も顕著な改善改革であると推察する．

５．まとめ
　ICT 機能の発展に伴う新たな大学図書館の機能
や役割に関して大学図書館を視察し得られた事例に
基づき文部科学省の基本方針を参照し，大学図書館
の機能変革について論じた．次の3つに集約した．

図３　ICT 機能の発展と大学図書館機能の関連性
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化しつつある．
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Abstract

　This study examines the relationship between the development of ICT functions and information literacy 
education in university libraries. In recent years, new functions and roles for libraries have emerged with the 
development of ICT. This study discusses how the university’s library functions should respond to information 
literacy education through the development of ICT functions. Two university libraries were visited and selected as 
advanced examples. Specific measures for information literacy education and learning commons at our university 
library were introduced. The increase in electronic content has made it possible to receive knowledge without 
necessarily borrowing books. It was considered that the knowledge of books becomes the knowledge of readers. 
A transformation from such a one-way perception to the creation of a two-way communication environment is a 
promising response for library functions through the introduction of learning commons and active learning.
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